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渡辺幸男教授略歴 著作目録

*  20 1 3年3月3 1 日をもって慶應義塾大学 

経済学部を定年退職するのにともない， 

本学会を退会する会員の略歴•著作目録 

を次頁以下に掲載します。

本誌編集委員会



渡辺幸男教授略歴•著作目録

略 歴

1 948年 3 月川崎市に生まれる

1 966年 4 月慶應義塾普通部，同高等学校を経て，慶應義塾大学経済学部入学 

1 970年 3 月同学部卒業

1 970年 4 月慶應義塾大学経済学研究科修士課程入学

1 972年 3 月同課程修了経済学修士

1 972年 4 月慶應義塾大学経済学研究科博士課程入学

1 977年 3 月同課程単位取得退学

1 977年 4 月慶應義塾大学経済学部助手

1 983年 4 月 同 助 教 授

1 985年 3 月〜1 987年 3月 ロ ン ド ン 大 学 L S E にて在外研究

1990年 4 月〜20 1 3年 3月慶應義塾大学経済学部教授，経済学研究科委員

1991年10月〜1995年 9月経済学部運営委員

1998年11月義塾賞受賞

1999年 2 月中小企業研究奨励賞特賞受賞

1999年 3 月 博 士 （経済学）

20 0 4年10月〜20 0 7年 9月日本中小企業学会会長 

20 0 5年10月〜20 0 7年 9月経済学部運営委員

20 0 7年 4 月〜20 1 1年 3月日本学術振興会産学協力委員会産業構造•中小企業第1 1 8 委員会委員長 

20 1 0年 4 月〜2 0 1 1年 3月慶應義塾経済学会会長

所属学会

日本中小企業学会（常任理事)，中国経営管理学会
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主要業績

〈主要著作〉

単 著

『日本機械工業の社会的分業構造—— 階層構造•産業集積からの下請制把握』有斐閣， 1997年。

『大都市圏工業集積の実態一 日本機械工業の社会的分業構造実態分析編1』慶應義塾大学出版会，1998年。 

『現代日本の産業集積研究一 実態調査研究と論理的含意』慶應義塾大学出版会，2 01 1年。

共 著

『2 1 世紀中小企業論一 多様性と可能性を探る』（小川正博•黒瀬直宏•向山雅夫との共著）有斐閣，2001年。 

編 著

『日本と東アジアの産業集積研究』同友館，2 0 0 7年。

共編著

『東アジア自転車産業論一 日中台における産業発展と分業の再編』（駒形哲哉，周立群との共編著）慶應義 

塾大学出版会，2 00 9年。

〈主要論文〉

「中小資本部門の競争について」 修士論文， 1972年。

「零細規模経営増加についての分析」『三田学会雑誌』6 7 巻 1 0 号， 1974年 10月。

「高成長と機械工業中小企業の問題性」『三田経済学研究』 1 2 / 1 3号， 1975年度。

「大都市における機械工業零細経営の機能と存立基盤」『三田学会雑誌』7 2 巻 2 号， 1979年 4月。

「城 東 •城南の機械金属加工業」（佐藤芳雄編著『巨大都市の零細工業一 都市型末端産業の構造変化』日本 

経済評論社， 1981年所収)。

「下請企業の競争と存立形態一 「自立」的下請関係の形成をめぐって」（上）『三田学会雑誌』7 6 巻 2 号， 

1983年 6月， （中）『同』7 6 卷 5 号， 1983年 12月， （下）『同』7 7 卷 3 号， 1984年 8月。

「下 請 •系列中小企業」（中小企業事業団• 中小企業研究所編『日本の中小企業研究第1 巻 〈成果と課題〉』 

有斐閣， 1985年所収)。

「日本機械工業の下請生産システム—— 効率性論の意味するもの」『商工金融』3 5 巻 2 号， 1985年 2月。 

「英国工業中小企業の動向一 中小企業政策の意味するもの」『三田学会雑誌』8 0 巻 3 号， 1987年 8月。
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「英国中小企業政策の最近の動向とその特徴」『商工金融』 1987年 11月。

「日本機械工業の社会的分業構造一 下請制研究の新たな視座をもとめて」（上）『三田学会雑誌』8 2 巻 3 号， 

1989年 10月， （下）『同』8 2 巻 4 号， 1990年 1月。

「下 請 •系列中小企業」（中小企業事業団•中小企業研究所編『日本の中小企業研究1980- 1 9 8 9 第 1 巻 〈成 

果と課題〉』同友館， 1992年所収)。

「機械工業の海外生産化と国内工業集積の再編成」『商工金融』4 4 巻 7 号， 1994年 7月号。

「日本とアジア一 製造業企業の東アジア展開と国内工業基盤の変化」『三田学会雑誌』8 7 巻 2 号，1 994年 7 

月。

「下請中小企業と系列一 受注生産型中小企業の従属的成長から自立的成長への道」『ビジネスレビュー』V o.43 

N o.2, 1995 年 10 月。

「中小製造業のパラダイム転換」『三田商学研究』3 8 巻 6 号， 1996年 2月。

「産業空洞化と中小企業「事例を中心に見た機械工業における構造変化の内容」」『商工金融』4 6 巻 8 号，1996 

年 8月。

「中小企業政策とは何か—— いわゆるリストラ支援法による中小企業海外進出支援をめぐって」（小林靖雄， 

瀧澤菊太郎編『中小企業研究五十五年中小企業とは何か』有斐閣， 1996年所収)。

「日本機械工業の範囲と統計的推移の分析一社会的分業構造把握のために」『三田学会雑誌』9 0 巻 1 号， 

1997年 4月。

「日本機械工業の地域集積と地域分業構造の再編成」「日本的生産システムの未来への展望（共著)」（三井逸 

友 編 著 『日本的生産システムの評価と展望一 国際化と技術•労働 •分業構造』ミネルヴァ書房，1999年 

所収)。

「事例に見る中小企業のファブレス化論理とその意義」『経済学論幕』4 1 巻 5 号， 200 1年 3月。

「国内産業集積の展望一 燕の産業集積の発展可能性を例に」『商工金融』5 2 巻 1 号，200 2年 1月。

「中国浙江省温州市産業発展試論一 温州市工業•企業発展把握の仮説的フレームワークの提示とその若干 

の検討」『三田学会雑誌』9 4 巻 3 号，2 0 0 1年 10月。

「日本中小製造業のパラダイム転換^ 日本の機械工業における効率的な独自な下請関係の解体」『国民金融 

公庫調査月報』4 9 2 号， 200 2年 4 月。

「中国浙江省温州市産業発展試論その2— 温州市産業機械メーカーの形成と意味」『三田学会雑誌』9 5 巻 

3 号，2 0 0 2年 10月。

「下 請 •系列中小企業」（(财)中小企業総合研究機構編『日本の中小企業研究1990- 1 9 9 9 第 1 巻 〈成果と課 

題〉』同友館，2 0 0 3年所収)。

「産地型産業集積の有効性とその意義の変化一 アパレル製品産地企業事例を通して」『商工金融』5 3 巻 6 

号， 20 0 3年 6月。
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「「グローバル経済」下での国内製造業中小企業の存立展望と中小企業政策への含意」『大原社会問題研究所 

雑誌』5 4 0 号，2 0 0 3年 11月。

「岩手県機械•金属産業集積の変貌と中小企業の存立展望」『企業環境研究年報』8 号，2 0 0 3年 12月。

「温州産業発展試論一 自立•国内完結型•国内市場向け産業発展，その意味と展望」『三田学会雑誌』9 6 巻 

4 号，2 0 0 4年 1月。

「誘致工場と産業集積の形成一 その可能性と限定性」『三田学会雑誌』9 9 巻 1 号，20 0 6年 4月。

「地域経済の自立に果たす中小企業の役割一 （地域の）経済的自立にとっての中小企業の必要性と重要性」 

『商工金融』5 6 巻 7 号，20 0 6年 7月。

「国内産地型産業集積の解体と産地企業の展望一 堺の自転車部品産業集積を例に」『信用保険月報』4 9 巻 4 

号， 20 0 6年 9月。

「もの作りの中小企業の可能性一 東アジア化の下での国内立地製造業中小企業の存立展望」『商工金融』56 

巻 1 2 号，2 0 0 6年 12月。

「日本の産業発展の中国産業発展への示唆— 機械工業の発展を中心に」『三田学会雑誌』1 0 0巻 2 号，2007 

年 7月。

「日系企業にとっての東アジア化の意味—— 自転車産業を例に」『三田学会雑誌』1 0 1 巻 2 号，20 0 8年 7月。

「「日本機械工業の社会的分業構造」再論—— 慶應義塾経済学会コンファレンスでの課題提起に応えて」『三 

田学会雑誌』 1 0 1巻 4 号，200 9年 1月。

「「日本機械工業の社会的分業構造」再論一 『中小企業白書』で の 「メッシュ化」論と山脈構造型社会的分 

業構造把握」（植田浩史•粂野博行•駒形哲哉共編著『日本中小企業研究の到達点一 下請制，社会的分 

業構造，産業集積，東アジア化』同友館，2 01 0年所収)。

「産業集積調査からの産業集積論への理論的示唆一 日本の機械金属工業調査を踏まえて」『社団法人中小企 

業研究センター年報 201 0』同所，2 0 1 0年 10月。

「日本製造業の東アジア化とその意味一 “ガラパゴス大島” と日本自転車産業」『信用金庫』6 5 巻 1 号， 

20 1 1年 1月。

「自動車のE V 化と中小企業」『商工金融』6 1 巻 7 号，2 01 1年 7月。

「下請 •系列中小企業」（财)中小企業総合研究機構編『日本の中小企業研究2 0 0 0 -2 0 0 9第 1 巻 〈成果と課題〉』 

同友館， 201 3年所収)。

「産業論の論理的枠組みと中国」『三田学会雑誌』1 0 5 巻 3 号， 201 2年 10月。
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